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人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
思
う
と
、
私
た
ち
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
自
分
自
身
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
ま
だ
学
生
で
、
成
人
に
な
っ
た
と

い
う
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
就
職
活
動
も
始
ま
り
、
社
会
に
出
る
と
い
う

不
安
や
焦
り
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
に
は
、
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

周
り
の
人
に
信
頼
さ
れ
る
人
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や

地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

成
人
と
い
う
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
一
歩
一
歩

進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
厳
し
い
社
会
に
振
り
落
と
さ
れ
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河北地区

松本　知也さん
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河 北 地 （河北総合センター）区

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

▲実行委員みんなで協力して成人式の運営
を行いました。
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牡 鹿 地 （牡鹿体育館）区

▲背筋を伸ばして、前をしっかりみつめて
います。

久
し
ぶ
り
の
友
人
や
恩
師
と
の

再
会
に
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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晴
れ
や
か
で
、
希
望
に
満
ち
た

眼
差
し
で
す
。

▲当時を？思い出して（笑）

雄 勝 地 （雄勝公民館）区

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
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政
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ピ
ッ
ク
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０歳児（平成２２年４月２日～平成２３年１月３１日生まれ）

２歳児（平成２０年４月２日～平成２１年４月１日生まれ）

４歳児（平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ）

平
成　

年
度

２２

０歳児（平成２３年２月１日～平成２４年１月３１日生まれ）

２歳児（平成２１年４月２日～平成２２年４月１日生まれ）

４歳児（平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ）

平
成　

年
度

２３

　

乳
幼
児
に
死
亡
ま
た
は
重
い
後

遺
症
を
残
す
こ
と
の
あ
る
細
菌
性

髄
膜
炎
の
原
因
は
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型（
略
称
H
i
b
）と
肺

炎
球
菌
の
感
染
で　

〜　

％
を
占

80

90

め
て
お
り
、そ
の
多
く
は
２
歳
未

満
で
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
は
、こ
の
細
菌
性
髄
膜

炎
の
発
症
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、　

〜　

歳
代

20

30

の
女
性
で
多
く
発
症
し
て
い
る
が

ん
で
す
。

　

そ
の
原
因
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）
の
感
染

が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
の
予
防
と　
20

歳
代
か
ら
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
で

き
る
が
ん
で
す
。

申
請
方
法

　

２
月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
２
月　

日　

ま
で
申
請
し
て

25

（金）

く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
場
所

　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
、
各
支
所

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

そ
の
際
は
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険

証
の
コ
ピ
ー
を
必
ず
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

・
健
康
保
険
証
（
お
子
さ
ん
の
氏

名
が
入
っ
た
も
の
）

・
印
鑑
（
ゴ
ム
印
を
除
く
。
認
印

可
）

※
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市

22

内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
保
護

者
の
方
は
、
前
住
所
地
か
ら
の
所

得
証
明
（
平
成　

年
度
）
ま
た
は

22

源
泉
徴
収
票
の
コ
ピ
ー
（
平
成　
21

年
分
）
が
必
要
で
す
。

※
所
得
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
な
い
方
は
、
所
得
証
明

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課
（
内
線
２
３
４

６
）・
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
・

各
支
所

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　

子
ど
も
が
医
療
保
険
に
よ
り
病

院
で
診
察
を
受
け
た
場
合
、義
務

教
育
就
学
前
は
２
割
、小
学
生
は

３
割
を
自
己
負
担
分
と
し
て
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
負
担

分
に
つ
い
て
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※
こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
、
そ
の
額
を
超
過
す
る
と
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
が
必
要
と
な
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
平
成

　

年
４
月
２
日
か
ら　

年
４
月
１

13

14

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
（
平
成　

年
23

度
か
ら
小
学
校
４
年
生
）
の
保
護

者（生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
平
成　

年
度
か
ら
小
学
３
年
生

23

に
な
る
子
ど
も
の
保
護
者
で
、
現

在
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
３
月
中
旬
に
新
し
い
受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
０
歳
か
ら
小
学
校

２
年
生
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
が
、
本

年
４
月
よ
り
、
０
歳
か
ら
小
学
校

４
年
生
ま
で
に
助
成
対
象
年
齢
を

拡
大
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月
よよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりり

４
月
よ
り

改　　正　　後

（平成23年4月～）

改　　正　　前

（現在）

０歳～小学校４年生

（10歳に達する日の年度

の末日まで）

０歳～小学校２年生

（８歳に達する日の年度の

末日まで）

新
た
な
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
子
宮 
頸 
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
小
児
用
肺

け
い

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
を
、
平
成　

・　

年
度
に
実
施
し
ま
す
。

22

23

　

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
十
分
理
解
し
た
上
で
、
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

実施年度・対象者（※当該年度において達する年齢）

【子宮頸がんワクチン】

１３歳（平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれ）

１５歳（平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ）

１６歳（平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ）

平
成　

年
度

２２

１３歳（平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生まれ）

１５歳（平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ）

平
成　

年
度

２３

【ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン】

問　健康推進課（内線 2415）・各総合支所保健
福祉課


